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３．植栽工事施工

１）樹木の掘取り

ａ．掘取り方法の種類

（1）根巻き
土を付けたままで鉢を掘り、鉢（根鉢）の表面を縄その他の材料で十分締めつけて掘り上

げる方法で、土付法ともいう。針葉樹、常緑樹、季節はずれの落葉樹等に通用する。

（2）振 い

鉢は少し大きめに掘り上げ、縄を巻かずに、鉢土を落とし、そのまま植え込む方法、適期

の落葉樹に通用する。

（3）追 掘

太い根を切らずにその先端までたぐって掘り上げる方法。たぐり掘りともいう。

樹木によっては植付け後の活着が難しいと予想される場合、あるいは、根の切断が致命的

と判断される場合に適用する。フジ、ネムノキ、ジンチョウゲ等に用いる。根を乾燥させ

ないように注意を要する。

（4）凍土法
冬気温が低く、凍結深度の深い地方で、樹木が落葉樹で完全に休眠している場合、根の周

りを掘り起こしてそのまま植え込む方法。土くずれの心配がない場合に通用する。

ｂ．掘取り作業上の注意事項

（1）掘取りの前の潅水
乾燥が激しい場合、掘取りを始める数日前までに十分潅水を行っておく。

（2）掘取り前の枝の勢除と下枝のしおり
下枝のある樹木は、掘取り作業のときに下枝が支障になるので、下枝を縄で上の方に向け

て幹にしぼりつける。また、枯れた枝、老いた枝、弱っている枝、密生している枝等は切

り除いておく。

（3）上鉢のかき取り
根群の見られのない根鉢の表土は、かき取る。これによって根の状態の確認、根鉢の軽量

化と崩れ防止、および移植先での雑草繁茂を抑えることができる。

ｄ．倒伏防止（ふれ止め）

掘取りに伴う樹木の倒伏を防止するため、掘下げと同時に仮支柱をつける。

（4）鉢径の定め方
①掘取りに当たって鉢土の大きさは、樹木の運搬を考慮して経済的な大きさに決める。

鉢が大きいほど、断根の影響は少ないが、運搬労力が多くなり、積載本数は減少し、運搬

時の鉢くずれなどが起こりやすいので、一般に経験上から物理的な鉢の大きさが決められ

ている。

②移植に当たって鉢の大きさを決めるには、深根性の多くの針葉樹や常緑樹類の鉢は直径よ

りも深さを重視し、比較的浅根性の多くの落葉樹、低木類はむしろ浅く直径を大にとる。



浅根性の場合 深根性の場合

図 1－2 鉢の大きさ、鉢の範囲

③鉢径の定め方は幹の根元直径を基準とし、一般に高、中木では根元直径の 3～5倍とする。
④鉢径の決定に従って樹木の周りを掘り廻し、根切りする。

ｄ．根巻きの順序

（1）樽巻き
大きな樹木を根巻きする場合は、まず鉢の周囲に沿って掘りながら、掘ったあとを上から

木槌か撞木を使って叩きこみながら縄を巻いて締めつける。側根の見えなくなったところ

まで巻き下ろしたら、底を鉢型に削り取る。

（2）揚巻き
揚巻きは三ッ掛、四ッ掛、五ッ掛等があり、鉢の上から底へ、底から上へと巻きからめて

鉢を運搬に耐える形にする。小木の根巻きには、わら、切り菰等を使って根巻きする方法

が使われる。

２）樹木の運搬

ａ．運搬の準備

（1）直根の切直し
・まず根巻きした大木の直根を切り、樹木を倒すのであるが、倒す時に粗雑に切った直根

の切り口を改めて鋭利な刃物で切り直す。

・切り口がやや大きい時にはその切り口に発根促進剤を塗るなど処置を行う。

・現場搬入後、直ちに植えることができない場合は必要に応じて、直根部を濡れごも等で

巻き、乾燥しないよう手当てをする。

（2）幹の縄巻き
・幹は積込みの運搬の場合に樹皮を損傷しやすい。

・特に早春の樹液の上がっているときには、簡単に皮が剥がれるので、縄巻き、むしろ巻

き、さらにその上に必要に応じて堅板材等を巻くなど万全の養生をする。

（3）枝おろし
・枝をしおることが難しく、運搬の支障となる場合は大枝を切り取る。

（4）枝しおり
・倒した樹木の枝が、積込みや運搬に支障となる場合に、枝をまとめて縄で幹に引きつけ

結びとめる。春の生育を始めた頃は枝がもろく、傷がつきやすいので注意する。

・大枝については、時間をおいて少しづつしおる。



・順序は幹に近い枝から始めて、外枝へとしおり、梢より下方にしおっていく。

・太い枝、強固な枝、折れやすい枝は簡単に曲がるものではなく、急激に無理に曲げない

で枝のもとの方から枝先に向かって縄を約 3cm間隔に巻き、枝を幹に引きつける。

ｂ．運搬方法

（1）積み込み
・クレーンにて吊り上げる場合は、原則として二点吊りとし、樹木が回転することのない

ように重心をとる。

・ベルト等で幹を締めつけるところには必ず幹当てものを十分に取り付ける。

（図 4．3－3）
（2）運  搬
・運搬に当っては、風による枝葉の痛みや樹木の乾燥を防止するため、荷台をシート等に

て覆う。また、必要に応じて蒸散抑制剤を散布する。

図 1－3 機械による運搬

３）樹木の植付け

ａ．整枝勢定

（1）搬入された樹木は、根が切られ水分吸収率が減退しており、水分供給と消費のバランス
をとるため枝葉の努除を行う。

（2）折損した枝葉を切除し、次ぎにからみ枝、立枝、徒長枝などの樹形を乱す不要枝を取り
除く。その後、枝葉密度が均一になるように樹冠を整える。

ｂ．植穴掘り

（1）配植図にもとづき位置出しを行う。位置出しに当っては、樹木の特性や形状寸法を頭に
置き、周辺景観との調和、樹木の組合わせ、街灯等の障害物などを考慮して決定する。

（2）植穴は、根鉢寸法に余裕をもって掘り、植穴の底は土を細かく砕いて柔らかくし、中高
く仕上げる。（図 4・3－3）

（3）掘り上げられた土は埋戻し用土として使われるので、樹木の生育障害となる瓦礫など取
り除いておく。掘り上げられた土が植込み用土として適さない場合は、良質の客土を用い

るものとする。



（4）植付け後の生育を考慮して、あらかじめ元肥などの遅効性肥料を施す場合は、濃度障害
を避けるため根に肥料が直接当たらないよう注意する。

ｃ．立込み

植付けに当っては、樹木の「表」「裏」を確かめ、周辺の景観となじむよう見映えよく植え

込む。なお、厚物の根巻材や化学繊維の紐・縄等は取り除くものとする。

ｄ．埋め戻し

（1）水極（みずぎめ）
一般に広く用いられる方法で、鉢の周囲に戻し土が密着するように、水を注ぎながら棒で

つき、植込む方法。

（2）土極（つちぎめ）
土極めは、埋め戻し土を少しづつ入れ、棒でつつきながら土を根鉢に密着させる方法であ

る。一名「からぎめ」ともいわれる。

図 1－4 樹木の植付け

ｅ．水  鉢

潅水に際しての水溜めとして設けるもので、鉢の外周に沿って適当な幅の浅い溝（水鉢）を

掘る方法と、樹木の根元は平らに均し、鉢の外周に土を盛り上げる方法がある。

（図 4．3－4）

図 1－5 水 鉢



ｆ．植付けの施工要領

（1）植え穴は根鉢の径の 1．5倍以上、深さは 1．1倍程度とする。
（植え穴の中央部はやや高くする）

（2）樹木の向きなどを見きわめ、二重巻の縄を切り、土と密着させる。
①必要に応じて根鉢を土壌改良剤と土を十分混ぜて埋め戻す。

②半分位まで土を入れた後、ホースなどで水を十分に注ぎながら土と根がなじむように棒

で突き混ぜ空洞が出来ないようにして根元まで土を入れる。（水ぎめ）

③モミや松の類は、水を用いず土を入れただけで棒で土を突いて順々に埋め戻す。（土ぎ

め）

④高木は建物および周囲の景観とのかねあいがあるので、必要に応じて監理者の立会をも

とめる。

（3）植え穴のまわりは掘った土を盛り上げて水鉢をつくる。
（4）樹木の根が痛んでいる場合は、枝を抜いたり葉を落として根とのバランスをとる。



４）施工手順フローチャート

ａ．高木の植栽

植 穴 試 験

植 穴 据 削

剪   定

幹  巻  き

植   付

施   肥

水  き  め

支   柱

整地して完了

土壌硬度試験・植穴透水試験を行なう。

人力にて植穴を所定の深さ・幅で掘削する。

設計の規格を下まわらないよう剪定する。

剪定後、明記された樹種について

幹巻きを行なう。

植穴底部に改良土を敷均した後、

樹木の形状・樹姿等を確かめ周囲の状況を

考慮して見映えよく植込む。

きょう雑物を除去した発生土と所定量の

肥料を混合し埋戻す。

（高木 0．25kg／本）

水鉢を切り、潅水する。

設計図書に基づき、指定の支柱を堅固に

自立するよう設置する。

根元周辺を人力にて整地する。



ｂ．中・低木の植栽

植 穴 掘 削

植   付

施   肥

潅   水

刈  込  み

完   了

人力にて植穴を所定の深さ・幅で掘削する。

樹木の形状・樹姿等を確かめ

見映えよく植付ける。

きょう雑物を除去した発生土と

所定量の肥料を混合し埋戻す。

（中木 0．125kg／本、低木 0．025短／本）

全体に行き渡るようにたっぷり潅水する。

水が引いたら見映え良く整地する。

所定の形状寸法を確保し、見映え良く刈込む。



５）支柱の取付け

支柱は、樹木が倒れないよう、また風によって揺れ動かないように固定する。

ａ．支柱の形式

形 状

形 式

樹 高 幹     周

備    考
1.5
～

1.9
m

2.0
～

2.5
m

9～
14
cm

15～
19
cm

20～
29
cm

30～
39
cm

40～
49
cm

50～
59
cm

60～
74
cm

75～
89
cm

90～
119
cm

120～
149
cm

添え柱 幼木に通用される。

二脚鳥居
（添木付）

広場、街路樹等に通用

される。
二脚鳥居
（添木無）

三脚鳥居

十字鳥居

二脚鳥居組合せ

八ッ掛
（竹三本）

大規模植込地等に適

用される。
八ッ掛
（丸太三本）

八ッ掛
（丸太四本）

竹布掛 列植等に適用される。

生  垣 1m当たり 2本ないし 3本植付 中木は列椿に利用。



ｂ．支柱の型の分類

添え村 樹木が低く，幹に添えるもの

二脚鳥居 二脚の柱に横架材を取り付け，幹を支えるもの

鳥居型 三脚鳥居 三脚の柱に横架材を取り付け，幹を支えるもの

十字鳥居 二組の二脚鳥居を十字に組み合わせたもの

二脚鳥居組合せ 二脚鳥居を前後に設置し，横架材 2本を追加して
四方から幹を支えるもの

支 柱 八ツ掛 一般に 3 本の支柱で幹の高位置に支持するもの
（幹周 90cm以上は 4本の支柱）

布 掛 植え付け間隔が狭く，またはまとめて植え付けら

れた列柏に横架材を渡し，両端・中間を斜柱で支

えたもの。植込地用

ワイヤー張り 樹高の高い場合で，八ツ掛では効果的な支柱とな

りにくい場合，ロープ（鉄線）数本で支えるもの

地下支柱 支柱を見せたくない場合および支柱が建てられ

ない場合に根鉢，幹の根元の部分等を地下から支

えるもの

方 杖 傾斜した幹や横架した大枝を支えるもの

（1）支柱は樹木の大きさにより美観をも考えたうえで、目的に応じて支柱（控木）の型を使
い分ける。

（2）支柱の形式としては前述の形式のほかに、美観を重視する場合や周囲が舗装され支柱部
材が立てられない場合、地中の部材により樹木を支持する方法もある。

（3）支柱取付けに当たっては植込地附近に多く出現する強風や、季節風を考慮して支持する
箇所を決める。

ｃ．支柱の取付けに当たって留意すべき点

（1）支柱の丸太は所定の寸法を有し、割れ、腐食等のない平滑な直幹材の皮はぎの新材とし、
あらかじめ防腐処理をする。

（2）支柱の丸太は末口を上にして規定どおり打ち込む。
（3）支柱の丸太と樹幹（枝）の取付け部分は、すべて杉皮を巻き、しゅろなわで動揺しない
ように割りなわがけに結束し、支柱の丸太と丸太の摸合する部分は、くぎ打ちのうえ鉄線

がけとする。杉皮は大節、穴割れ、腐れ等のない良品とし、しゅろなわはより合わせが均

等で強じんなものとする。また、支柱に唐竹を使用する場合は、先端を節止めとし、結束

部は、動揺しないように鋸目を入れ、交わる部分は鉄線がけとする。唐竹は，2年生以上
で指定の寸法を有し、曲がり、腐食、病虫害、変色のない良好な節止品とする。



（4）添木を使用する場合は、所定の材料で樹幹をまっすぐ正しくなるよう取り付ける。
（5）八ッ掛、布掛の場合の支柱組方は、立地条件（風向、土質、その他）を考慮し、適正な
角度でみばえよく堅周に取り付け、その基部は地中に埋め込んで根止杭を打ち込み、くぎ

打ちし、唐竹では、竹の先端は節止したうえ、鋸目を入れて鉄線で結束する。

（6）八ッ掛、または布掛の場合は、控となる丸太（竹）が幹（主枝）または丸太（竹）と交
差する部位の 2箇所以上で結束する。
なお、支柱（控木）の先端はみばえよく切りつめること。

（7）ワイヤーロープを使用して控とする場合、樹幹の結束部には所定の幹当てを取り付け、
指定の本数のロープを効果的な方向と角度にとり、止杭などに結束する。また、ロープの

末端結束部には、ワイヤークリップなどで止め、ロープの交差部も動揺しないように止め

ておき、ロープの中間にターンバックルを使用するか否かにかかわらず、ロープは緩みの

ないよう張る。

正 面 図     側 面 図 側 面 図      正 面 図

図 1－5 二脚鳥居（添柱付） 図 1－6 二脚鳥居（添木無）

側 面 図      正 面 図

図 1－7 三脚鳥居



正 面 図         側 面 図          平 面 図

図 1－8 十字鳥居（1型）

正 面 図        側 面 図 平 面 図

図 1－9 十字鳥居（2型）



正 面 図           側 面 図 ボルト結束詳細図

図 1－10 二脚鳥居組合せ（3型）

正 面 図           側 面 図 ボルト結束詳細図

図 1－11二脚鳥居組合せ（4型）



図 1－12 八ッ掛（1型）

図 1－13 八ッ掛（2型）、（3型）、（4型）



図 1－14 八ッ掛（5型）

図 1－15 （1型）



図 1－16 布 掛（S型）

図 1－17 生 垣（高さ 1．2m）



図 1－18 添え柱

ステ（捨石）標準図     枝杭標準図

図 1－19 ワイヤー支柱（鉄線支柱）標準図

杉切丸太（未口径 10以上）



図 1－20 方杖支柱標準図

６）樹木の養生

ａ．幹巻き

（1）幹巻きは、植栽後の樹木が冬の凍害から霜割れ等を起こしたり、夏の直射日光により日
焼けを起こすのを防ぎ、活着の促進を図るために行う。

（2）これらの害からの保護としては、ワラやコモ、幹巻きテープ等により幹肌を覆う。
（3）幹巻きを行う樹種としては、コブシ、スダジイ、ナツツバキ、ハナミズキ、ヤマモミジ、
モッコク等幹肌が薄く日焼け害を起こしやすい樹木、アラカシ、クスノキ等暖地産の樹木、

大木・老木及び不適期の移植樹木には、一般的に取り付けることとする。

ｂ．マルチング

マルチングの材料にはワラ、コモ、刈り革、落葉、オガクズ、モミガラ、コンポスト、バー

ク堆肥、樹皮片、ビニルシート等さまざまなものがある。

ｃ．寒冷紗かけ

（1）寒冷紗かけは、冬季の寒さ、風による乾燥から樹木を保護するために用いるもので、ク
スノキ・タブノキなどの暖地性樹木の冬季植栽や落葉樹の夏季植栽に行う。

（2）材料は合成繊維などの糸を粗めに織った薄いネット状の布で、黒色、白色、緑色などが
ある。また、糸の太さや織り方で、遮光率が異なる。

ｄ．植栽工事後の潅水

植栽した樹木が新たな根を伸ばすまでの期間は、常に土壌水分の状態に細心の注意を払い、

適切に潅水を行う必要がある。特に、萌芽して展菓し枝が伸び始める時期と夏季の高温・乾

燥期は注意する。

（1）植え付け直後や日射の激しい時期の潅水は、頻繁に行った後、急に中止することは避け、
徐々に回数を減らしながら樹木を順応させる。

（2）夏期における潅水は、できる限り早朝又は夕刻に行い、日中の潅水は避ける。
（3）夏期の日射の激しい期間は、水が根に達するまで十分に注ぎ、土壌浅部の熟せられたと
ころのみに水がたまらないように注意する。


